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われわれは知性を高め、

友愛と相互理解の桔神を襲い、

平和と自由を守り、

社会奉仕に梧進する。
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S・・・Sa脆ゆ　　　安全をはかる

そば打ち牒初めて

で一番難しかった

の慮そばを切るとこ

細く凱つ榛、すべて

ておられたの1㌧す

ごいと窒し、ましたo

とてもし、い体験がで

きました

か
わ
ら
版
の
発
行
日
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
二
月
二
十
九
日
。
そ

う
、
今
年
は
四
年
に
一
度
の
う
る
う
年
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
記

念
す
べ
き
？
2
8
号
は
前
号
で
紹
介
し
た
以
降
（
昨
年
九
月
～
）
　
の

事
業
を
写
真
グ
ラ
フ
的
に
紹
介
し
ま
す
。

の

簿

嘱

望

嵐

葱

愚

㊤

「
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
だ
け

多
く
の
体
験
を
さ
せ
て
や
り
た
い

の
で
す
」
と
中
谷
仁
士
園
長
。
集

ま
っ
た
約
十
五
人
の
児
童
　
（
園
で

は
す
べ
て
児
童
と
呼
ぶ
そ
う
で

す
）
　
に
と
っ
て
そ
ば
打
ち
は
初
体

験
。
菅
原
天
神
そ
ば
工
房
（
土
江

華
一
代
表
）
　
の
皆
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
そ
ば
粉
を
こ
ね
ま
す

が
、
ど
こ
か
及
び
腰
で
す
。
す
る

と
、
「
ゆ
っ
く
り
や
る
と
、
う
ま

み
が
ど
ん
ど
ん
逃
げ
て
い
く
よ
」

と
の
声
。
薄
く
の
は
す
、
切
る
、

と
工
程
が
進
む
に
つ
れ
て
表
情
は

真
剣
に
な
り
、
「
切
る
の
が
楽
し

邑
集
合
、
高
木

会
長
ら
八

人
、
そ
ば
工

房
の
皆
さ
ん

も

一

緒

に

な
っ
て
、
出

い
」
と
夢
中
に
な

る
児
童
も
。
出
来

上
が
る
と
全
児
童

（
二
十
七
人
）
　
が

来
立
て
の
そ
ば
の
味
を
堪
能
し
ま

した。次
々
と
お
代
わ
り
す
る
児
童
を

見
守
る
中
谷
園
長
の
笑
顔
と
、
「
達

成
感
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
地

域
の
人
た
ち
の
交
流
で
大
人
へ
の

信
頼
感
が
で
き
る
、
児
童
同
士
の

話
題
に
も
な
る
。
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
」
と
の
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

松
江
湖
城
親
子
合
同
例
会

（
九
月
三
日
）

第
一
回
宍
道
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
十
月
二
十
四
日
）

産
業
祭
協
賛
就
眠
コ
ー
ナ
ー
設

置
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

（
十
一
月
三
日
）

松
江
湖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

の
ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
十
一
月
十
八
日
）

雨
の
た
め
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
中

止
、
ゴ
ル
フ
は
ハ
ー
フ
だ
け
実
施

忘
年
例
会
・
家
族
忘
年
会

（
十
二
月
十
七
日
）

み
ず
う
み
の
里
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
十
二
月
二
十
一
日
）

宍
道
幼
保
園
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
十
二
月
二
十
二
日
）

献
血
　
　
　
　
　
　
（
二
月
五
日
）

宍
道
高
校
な
ど
一
二
カ
所
、
申
込
者

五
十
九
人

宍
道
町
小
学
生
・
中
学
生
作
品
展

（
二
月
ハ
～
十
八
日
）

宍
道
健
康
セ
ン
タ
ー
で
、
四
十
五

作
品
を
展
示

わ
か
た
け
学
園
そ
ば
打
ち
交
流
会

（
二
月
十
七
日
）

立
春
例
会
・
そ
ば
打
ち

（
二
月
十
八
日
）



ケ∴巧

電図回園側閏

毎年、子とも
たちに夢や希望を

持たせてくれる品物を
し、ただ事総論しています。

本当Iこ助かっています。

他の田からうらやましかられてし、

るんですよ、本当Iこ。
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瞬輸閏
ゲームをしてし、る時の利用者は生き生きと

しており、飛び

切りの美観も印

象的でした。毎

年のご支線に心
から陳謝申し上

圏三二三・二、三三
今年も60人

以上が参加。

メーンは尻文

字当てゲーム

で、普段は難

しい顔をした

面々がお尻を

くねくねさせるたびに笑いや「下手」のヤジが。

サンタさんが子どもたちにプレゼントを配り、い

つものビンゴゲームできよしこの夜は暮れていき

ました。

合
憲
捏
圃
低
回
璽
望
筈
羨
奄

高
木
会
長
ほ
か
八
人
が
出
か
け
て
、
ま

ず
は
鉄
棒
、
木
製
積
み
木
、
体
操
用
マ
ッ

ト
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
目
録
を
宮
廻
晃

江
園
長
に
贈
呈
。
ゼ
ロ
歳
か
ら
六
歳
ま
で

約
二
百
五
十
人
の
園
児
が
集
ま
っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
会
は
職
員
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

で
始
ま
り
、
高
木
会
長
の
華
麗
な
手
品
の

後
、
い
よ
い
よ
サ
ン
タ
の
登
場
。
津
田
ラ

イ
オ
ン
ふ
ん
す
る
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
コ
マ

や
カ
ル
タ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
園

児
は
大
喜
び
で
し
た
。

写

亨
主

題
園

艶

禽
提
舘
＠

秋
晴
れ
の
も
と
、

第
一
回
大
会
に
は
七
十

が
参
加
。
ホ
ー
ル
イ
ン

が
0
0
も
出
る
ハ
イ
レ
ベ

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
航

㊨
昏
畳
茜
蕩
嬬
遥
遠

利
用
者
の
お
楽
し
み
は

ゲ
ー
ム
と
お
食
事
会
。
ま
ず

三
人
の
宍
道
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
貝
の
指
導
で
、
ス
カ
ッ

ト
ポ
ー
ル
や
ラ
ダ
ー
ゲ
ツ

ク
ー
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
挑

戦
。
高
木
会
長
か
ら
梶
谷
均

理
事
長
に
助
成
金
と
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
、
そ

の
後
、
全
員
そ
ろ
っ
て
手
作

り
弁
当
と
ケ
ー
キ
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

％
蟹
9
0
帝
0

ご
協
力
お
練
い
し
ま
す


